
法務省行政事業レビュー（公開プロセス）　

＜事業についての見直しの余地について＞

【抜本的改善】
・

・ 従前のやり方にこだわっており，グランドデザインが描けていない。

【一部改善】
・ 刑務所の大規模化による統廃合を積極的に進め，かつ都市部から地方に移転。
・ 可能な代替案を複数検討し，コスト・安全性を満たす実施計画立案の余地がある。
・

・ 建替えに際しては現在地建替えにこだわるべきではない。
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費用削減のための検討，試算がほとんどなされていないようなので，建替えの際に
は，代替的選択肢の費用予測をきちんと実施すべき。

老朽化した施設を建て替えることは必要であるが，施設建設その他費用の削減，あ
るいは削減検討の見える化について更に努力が必要である。

外部有識者の評価結果
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矯正収容施設の整備充実
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事業番号 0011

１　廃止
２　抜本的改善
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